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1.は じ め に

インターネット,ウ ィン ドウズ,マ ルチメ

ディア,GUI(グ ラフィカルユーザ インターフ

ェース)と いった言葉が最近の情報社会にお

けるキー ワー ドになっている。 このような社

会状況 とそれに伴 う変化によってプログラミ

ング言語 としてのC言 語の役割 と位置付けが

この数年,非 常に注目されてきている。

C言 語は非常に適用範囲が広い という特徴

を持 ってお り,グ ラフィックス,ア プリケー

ションソフ ト,通 信,ゲ ームなど様々な分野

で利用 されている。「C言 語 とは」というとき

に幅広 い適用分野のことがす ぐに言われるが,

実はもう一つの側面 として情報処理教育ある

いはプログラ ミング教育 を行 うのに非常に適

した言語の一つであるということが言える。

C言 語が注目されている一つの裏付けとし

て情報処理技術者試験や情報 処理活用能力検

定(J検)な どの各種資格検定において,こ

の数年の間にC言 語受験者の数が急増 してい

るとい う状況がある。このような動向はCプ

ログラミング技術者の需要が高まっていると

いう社会背景があると同時に,広 く教育現場

においてC言 語が使われていることを示す も

のである。

本論では,Cプ ログラミングを習得するた

めには どのようなことが必要 であるかという

観点か ら,C言 語教育の目標や到達点,指 導

内容,留 意点などを考察 していくものとする。

なお筆者は過去にCOBOL言 語 を使用 して

プログラ ミング教育 を行 ったことがある。特

徴の異なる2つ の言語 「CとCOBOL」 ではプ

ログラ ミング指導上にも当然いろいろな相違

点があ る。筆者の場合はすでにCOBOLの 知

識を持 っている学生に対 してC言 語の指導を

行った。このように「すでにCOBOLを 習得 し

た学生が第2言 語 としてC言 語を学習する」

ケースな ども考 えられ る。このケー スでは

「COBOLで 出来ることと出来ないこと(が あ

ること)を 理解 させ る」また 「C言語に適 し

た業務 とCOBOLに 適 した業務があるこ とを

理解 させ る」な どが重要になる。

以降ではC言 語 とCOBOL言 語 の指導上の

共通点や相違点などをい くつかの視点か ら比

較検討 し,論 述す ることとす る。

2.C言 語教育の意義 と目標

C言 語が普及す る以前は事務処理 システム

な らばCOBOL,科 学 技術 計算:にはFOR-

TRANと いうように,適 用す る分野によって

使用す る言語が異なっていた。 これがC言 語

の登場によってさまざまな分野のソフ トウェ

ア開発が,そ のかな りの部分 をC言 語のみで

行 えるようになってきた。

C言 語の適用範囲の広さは,ソ フ トウェア

開発の生産性向上 とい う点か ら見て望ましい

ことであると同時に,情 報処理教育あるいは

プログラミング教育 という点から見ても,教

材(道 具)と して非常に適 したものであると

言える。

その理由 としてC言 語は他の言語仕様では

サポー トされていない機能 を数 多く持ってい
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るために,従 来の高級言語にはない概念 を学

習することができるかちである。またC言 語

を学ぶことによって得 られた知識は,ハ ー ド

ウェアの構造やOSの 仕組み を理解す る上で

非常に役に立つ。 さらには他の高級言語 を習

得 していく上において も大 きな手助けになる

と考 えられ る。

C言 語の指導上のポイン トとなるものを列

挙するとおおよそ次のようになるであろう。

(1)構造化プログラミング

基本三構造 を理解す るとともに,適 切な

制御構造 と文 を用いてコーディングがで

きること

(2)基本的なデー タ型 とデータ構造

変数や定数のデータ型の種類,配 列およ

びポインタの概念,構 造体や共用体 を用

いてのさまざまなデータ構造の表現法な

どをマスターすること

(3)演算:子 と式

代 入演算,算 術 演算,論 理演算,イ ンク

リメン ト・デ ク リメン ト,シ フ ト演 算,ビ

ッ ト操作 な ど,豊 富な演算子や式 を正 し

くかつ効果 的 に使用 で きるこ と

(4)モ ジ ュー ル化 の概 念

関数 と引数 の使 い方,記 憶クラス,モ ジ

ュー ル分割 とインターフ ェー ス設計,再

帰呼 び出 し,ラ イブ ラ リの利用法 な どを

マ スター す るこ と

(5)ファイル処理

フアイルの概念,FILE構 造体,フ アイル

に対す る入出力関数などをマスターする

こと

3.カ リキ ュラムの概 要 比 較

「C言語の標準 カリキ・ユラム」はCAIT(中

央情報教育研究所)や 専教振(専 修学校教育

振興会)な どで定めたものが1つ の指針にな

ってお り,そ こには目安 となる授業時間数 も

設定されている。

この標準カ リキュラムにおける教育 目的や

授業時間数 を前提におきながら,C言 語教育

の 「指導 目標」,「指導内容」,「指導上の留意

点」などを考察しておきたい。

専教振の 「標準カリキュラム」が設定 して

いる授業時間数は,総時 間数180時 間を最小ラ

インとしている。これは90分 授業で換算する

とほぼ通年4コ マ分(120コ マ)と なる。

表1は 専教振の 「標準カリキュラム」の概

要(コ マ数は90分 換算)で ある。

比較のために筆者がCOBOLの プ ログラミ

ング教育 を行 ったときの年間カ リキュラムを

表2に 示す。COBO:Lの 方は年間 コマ数合計

が92コ マとなり,こ れは通年3コ マ分に相当

する。(実際の授業は通年4コ マ を9ヶ 月程度

で行った。)

両者 を比較すると,CとCOBOLの 年問授

業 コマ数の比は約4:3と な り,Cの 方がより

多くの授業時間数 を必要 とすることがわかる。

ただ しプログラ ミングの授業 というのは

「机上」で説明して知識習得 をさせる部分 と,

実際にコンピュータを使用 して自分が作成 し

たプログラムの動作 を確認す る 「実習」の両

面か ら成 り立っている。一般には実習時間 を

十分にとり,様 々な課題をより多 くこなすこ

とでプログラミングの力は定着 してい く。 し

たがって実習のためにどの程度の時間数を当

てるかで,年 間コマ数 はかな り変わって くる。

その意味では先ほどのコマ数比4:3と いう

のはあ くまで一つの目安である。ただCの 方

が言語仕様の機能が多い分,授 業時間数 も多

く必要であろう。
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(表1)C言 語標準カリキュラムの概要

NO. 項 目 内 容 コマ数

1 Cの 概要
C言 語 とは,Cの 特徴,

2
Cプ ログラムの構造

2 デー タ型
データ型の分類,変 数の宣言 と定義,

2
変数の初期化 等

3 標準入出力
書式付き入出力,

4
エスケープ シーケンス

演算子の種類と使用法

4 演 算 子 (代入,算 術,論 理,関 係, 8

イ ン ク リ メ ン ト ・デ ク リ メ ン ト,シ フ ト)等

5 制御構文
if～else,switch～case,for,while,

16
do～while,break,continue,goto文 等

6 配 列
配列の宣言と定義,初期化,

12一次元配列,二 次元配列

7 ポ イ ンタ
ポインタ変数,ポ インタとア ドレス,

12
配列 とポインタ,ポ インタ配列

関数の構造と宣言,一

8 関 数 引数 と戻 り値,再 帰呼び出し 19

関数 へのポインタ

9 プ リプロセッサ プ リプ ロセ ッサの機能,マ クロ定義 4

10 デー タ型 と記憶クラス
記臆クラス,外 部変数,

4
分割 コンパイル

11 ラ イブラリ
標準ライブラ リ,ヘ ッダ,文 字検査,

5
文字列関数

構造体の宣言,構 造体変数,

構造体 メンバ参照 と入出力,

構造体配列,構 造体 ポインタ,

12 構造体と共用体
構造体 と関数,

25
共用体の宣言,共 用体変数,

共用体 メンバ参照 と入出力,

ビ ッ トフ ィー ル ド,

線形 リス ト,二 分木構造

13 フ ァイル処理
ファイル処理の概要,FILE型 構 造体,

7
入出力関数

(合 計) 120
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(表2)COBOL年 間 力 リキュラムの概要

NO. 項 目 内 容 コマ数

1 COBOLの 概要
COBOLと は,

2
プログラムの特徴と構造

データ部の定義と数値の編集,

2 基本命令
分岐およびループ処理の基本構造,

10
COBOL基 本命令,

フ ァイルおよびレコー ドの入出力

明細行の編集,出 力行数の制御,

3 明細表作成 改ペー ジと見出しの処理, 10

グループインジケー ション

グループ
グループご との集計や改ペー ジの制御,

4
コ ン トロ ー ル

キーのブレー クと保存, 8

多段 階のグループ コン トロール

表の定義 と基本操作,添 字と指標,

5 表操作
1次 元 の表 ～n次 元の表,

16
内部 分類,テ ーブル集計,

表探索(線 形探索と二分探索)

1:1の マ ッ チ ン グ,

6 マ ッチング 1:nの マ ッ チ ン グ, 16

フ ァイルの照合,併 合,保 守

7 データチェック
数字チェ ック,範 囲チェック,順 序チェック

8
な ど各種データチェックを含む処理

COBOLの 整 列機能(SORT文),

8 整 列 USING/GIVINGの ソー ト, 8

RELEASE/RETURNの ソー ト

索引ファイル
ファイルの定義 とキーの指定,

9
相 対 ファイル

順アクセスと乱ア クセス,

レ コー ドめ検索 と更新

10

10 その他
プログラム問連絡機能を用いた廼理,

4
条件名条件 など

(合 計) 92
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4.C言 語教育の指導内容 と

指導上の留意点

標準カ リキュラムの各項 目について,C言

語の指導内容および指導を通 じて感 じたポイ

ン トや留意点などを以下に示す。

(1)Cの 概要

①C言 語 とは

・C言 語開発の歴史 と現在のソフ トウェア

業界における位置付けなどについて説明

する。

・高級言語であ りながら,ア センブラのよ

うな機械語 レベルの処理が可能であるな

ど,ア センブラ言語 と対比させた説明も

行 う。

②Cの 特徴

・プログラムの記述性 ,移 植性,生 産性,

保守性,適 用分野,お よび他のプログラ

ム言語 との相違点などC言 語の特徴 を理

解させ る。

・書式や コーディング規約について説明す

る。

.③Cプ ログラムの構造
・main関 数 を含む1つ 以上の関数の集合

体で構成 されていることを説明する。

・main関 数がプログラムの実行開始位置

であることを理解 させる。

・プログラムは完全なブロック制御構造で

あることを理解 させ る。

・注釈行(コ メン ト)の つけかたを説明す

る。

②データ型

①デー タ型の分類

・定数 と変数およびそのデー タ型について

説明する。

・記臆領域の大 きさとメモ リ上のア ドレス

の概念をデータ型 と関連 させて理解させ

る。

・それぞれのデー タ型の長 さと取 りうる値

の範囲,符 号の意味,内 部的な表現方法

などを説明す る。

②変数の宣言と定義,初 期化

・すべての変数は使用す る前に宣言する必

要があることを説明す る。

・変数の宣言と同時に初期化する方法につ

いて説明する。

(3)標準入出力

①書式付 き入出力

・printf関数 ,scanf関 数 について説明す

る。

・書式部分(変 換仕様)と デー タの対応関

係 を理解 させ る。

・printf関i数とscanf関数の引数の違 い(変

数 とポインタの違 い)を 認識させる。

②エスケープシーケンス

・改行やヌル文字などの制御文字について

説明する。

・文字 として表示できないものをエスケー

プシーケンスとい う形で表現する意味を

理解 させ る。

(4)演算子

①演算子の種 類と使用法

・代表的な演算子である代入演算子,算 術

演算子,論 理演算子,関 係演算子,イ ン

クリメン ト・デクリメン ト,シ フ ト演算

子について説明す る。

・代入の(=)と 関係の(==)の 違いを強調

する。(特 にCOBOLを 知っている場合は

間違えやすい。)

・異なる型同士の演算:等で起こる型変換や

キャス ト式の意味を理解させ る。

・演算子に優先順位があることや ,式 の実

行(解 析)順 序などを説明す る。
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(5)制御 構 文

①if～else文

・条件 式の書 き方(関 係 演算子や論理 演算

子 の使 い方)を 説 明す る。

・条件 の判定 は 「真」が0以 外
,「 偽」が0

で あ るこ とを説 明す る。

・if文 を使 っ たいろい ろな表現法 を身につ

けさせ る。(一単文 と複 文,elseifを 使 った

場合分 け な ど)

②switch～case文

・switch文 の 使 い方 を説 明す る
。

・break文 やdefault文 に つ いて
,こ れ らが

ある場合 とない場合 の違 い を理 解 させ る。

・caseラ ベ ル を連 続 して置 くこ とでOR条

件 が表現 方法 で きるこ とを説 明す る。

・① のelseif文 やCOBOLのEVALUATE

文 な どと比較 して の説 明 も行 う。

③ ループ構 造

・前判定型 のfor文
,while文 に つ い て説明

し,相 違 点な どを理解 させ る。

・ブ ロ ック化 に よるルー プ処理 の範 囲 を理

解 させ る。

・COBOLのPERFORMVARYING

UNTIL文 と比較 しての説明 も行 う。

・後判 定 型 のdo文 と前判 定 型 との違 い を

理解 させ る。

・break文
,continue文,goto文 の 動作 を説

明す る。

・多重 ルー プ(ネ ス ト)を 使 ったプ ロ グラ

ム事例 を学 習 させ る。

(6)配列

①配列の宣言 と初期化

・配列の宣言のしかたを説明す る。

・添字は0か ら(要 素数 一1)ま でである

ことを強調する。

・配列に初期値を設定する方法 を説明す る。

・配列名がその配列の先頭ア ドレスを表 し

ていることを認識 させ る。

②二次元配列

・二次元配列の宣言 と初期化のしかたを説

明す る。

・要素の入出力方法をいろいろな事例 で説

明す る。

・char型 では文字列の一次元配列 として

処理できることを理解 させ る。

(7)ポインタ

①ポインタ変数 とア ドレス

・ポインタ変数 とはどのようなものである

か を通常の変数 と比較 して説明する。

・ア ドレス演算子 とポインタによるオブジ

ェクトの間接参照について説明する。

②醢列 とポインタ

・ポインタへの加減算は,ポ インタ宣言の

型によって値が変わることを理解 させ る。

・配列 とポインタは密接な関係があること

を説明すると同時に,そ の相違点も明確

にしてお く。

③ポインタ配列

・ポインタ配列を使って文字列の配列 を表

現す る方法を説明する。

・ポインタのポインタを使 って文字列の配

列を表現する方法 を説明する。

(8)関数

① 関数 の構造 と宣 言

・プ ログ ラムがmain関 数 を含 む1つ 以 上

の関数 で構 成 されてい るこ とを説 明す る。

・関数の宣 言
,呼 び出 し方,return文 に つ い

て説明す る。

② 引数 と戻 り値

・仮 引数 と実 引数 につ いて説明す る
。

・戻 り値が1つ の場合(return文)と2つ 以

上 の場合(ポ インタ使用)の 違 いを理解

させ る。

・callbyvalueとcallbyreferenceに つ い

て説明す る。
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・main関i数 の コマン ドライン引数の使 い

方 を理解 させ る。

③関数のプ ロトタイプ宣言

・プロトタイプ宣言の方法 とその目的 を把

握 させ る。

④再帰呼び出し

・再帰呼び出しの事例や利点,欠 点につい

て説明す る。

⑤関数へのポインタ

・関数名 自体がア ドレスを持 ち,こ れを引

数 とす ることができることを説明す る。

(9)プリプロセッサ

(筆者が行 った授業ではインタプ リタ型の

RUN/Cを 使ったため,プ リプロセ ッサ

についての十分な実習は行えなかった。

ただし本来指導すべ き内容 としては以下

の ものがあげられる。)

①プ リプロセ ッサの機能

・ソースプログラムの翻訳の前処理 を行 う

機能で,#と いう文字で始 まる特別 な行

であることを説明する。

・分割 コンパイルにおいて,共 通部分 をヘ

ッダにすることによる開発効率や保守性

について理解 させ る。

②マ クロ定義

・マ クロ定義の活用によるプログラムの見

やす さや保守性の向上について理解させ

る。

・関数形式のマクロと通常の関数の使い分

けを身につけさせる。

・マクロ定義 を利用 したデバ ッグ方法につ

いて説明す る。

⑩データ型と記憶 クラス

①変数 と記憶クラス

・変数 と記憶クラスの関係 を説明す る。

・変数の記憶期間 と初期化のタイ ミングに

ついて理解 させる。

・記憶クラスの利用のしかたがメモリの有

効活用につながることを理解 させる。

・関数の記憶クラスと分割 コンパイルおよ

び外部結合,内 部結合について説明する。

m)ラ イブラリ

①標準ライブラリとヘ ッダ

・汎用的に利用する関数やマクロはライブ

ラリとして整理す ること(あ るいは整理

されていること)を 説明する。

・ヘ ッダの取 り込み方法について理解 させ

る。

②文字検査,文 字列関数

・標準 ライブラリにある関数について説明

し,よ く使 われる文字検査や文字列関数

などを習得させ る。

G2)構造体 と共用体

①構造体の宣言と構造体変数

・構造体 とは複数の型を1つ にまとめて作

り出した新 しいデータ型であることを理

解 させ る。

・構造体 タグ名 と構造体変数typedefに よ

る宣言について説明す るあ

・さまざまなデータ構造 を構造体で表現す

る能力を身につけさせ る。

②構造体メンバg)参 照 と構造体ポインタ

・構造体メンバの参照方法 と構造体ポイン

タについて説明す る。

・メンバ参照の演算子であるピリオ ド ⇔

と(一〉)の 違いを理解させる。

③共用体の宣言 と共用体変数

・共用体 とは複数個のデータを同じア ドレ

スに割 り当てるデータ型であることを理

解させ る。

・型の定義や共用体変数の使い方は構造体

と同様であることを説明す る。

④共用体 メンバの参照 と共用体ポインタ

・共用体 メンバの参照方法 と共用体 ポイン
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タについて説明する。

・メンバ参照の演算子であるピリオ ド( .)

と(一〉)の違いを理解 させ る。

⑤構造体や共用体のプログラム事例

・さまざまなプログラム事例 をもとに構造

体や共用体の使い方を理解 させ る。

(線形 リス ト,二 分木構造,ビ ットフィー

ル ドなど)

㈹ ファイル処理

① ファイル処理の概要

・C言 語におけるファイルの考え方を説明

する。

・標準入出力(stdin ,stdout,stderr)に つ

いて説明する。

②FILE型 構造体

・入出力を行 うために必要なFILE型 ポイ

ンタについて理解 させ る。

③入出力関数

・標準入出力関数および低水準の入出力関

数について説明する。

・レコー ド単位の入出力
,定 義 したレコー

ド以外(よ り細かい単位)で の入出力お

よびランダムアクセスなど,い ろいろな

アクセス方法 を身につけさせ る。

5.C言 語教育が 目指す もの

答えの一つ として,産 業界の需要 という社会

的背景があげられる。

さまざまなアプ リケーションに対応できる

C言 語は,適 用分野の広さや開発効率などの

点か ら現在の コンピュータ業界においてメジ

ャーな存在 となっていることは間違いな く,

そのような現場で必要 とされる技術者の育成

は重要な課題である。

ただ,「産業界がCの 人材を求めているか

ら,Cを 教 えている」 というだけでは,C言

語教育の目的の一面 をとらえているにす ぎな

い 。

C言 語 を教 えるもう一つの側面 としては,

Cを 勉強していく過程の中で身についてい く

と考えられる 「ア ドレスやメモ リに対す る感

覚」,「構造化やモジュール化の概念」,「他の

高級言語で信サポー トされていない機能や,

さまざまなプログラ ミング技法」などの知識

習得があげられる。そしてこれ らを学習する

ことがさらに別の知識 を習得 してい く上での

大 きな助けとなるのである「。それらはた とえ

ば次のような項目であろう。

・ハー ドウェア(CPUや メモ リ)に 関する

知識習得

・OSの 概念や構成,仕 組みなどの知識習得

・他のプログラミング言語についての知識

習得

前項では,C言 語標準カ リキュラムの項 目

にしたがって授業内容 を分析 してきた。次に

「標準カ リキュラムが 目指 しているC言 語教

育」 と 「Cプ ログラミング学習を通 して身に

つけてほ しいもの(特 にCOBOLプ ログラミ

ングと比較 して)」 などをまとめておきたい。

(1)標準カリキュラムが 目指すC言 語教育

ここ数年,高 等教育機関におけるプログラ

ミング教育 ・言語教育の中心にC言 語がおか

れている。「なぜ今Cな のか」に対する明快 な

すなわち,厂 なぜ今C言 語教育が必要 なの

か」に対する答えは次の2つ の点に要約す る

ことができる。

①産業界か ら求められている人材を育成す

る必要がある。

② コンピュータ教育の題材の1つ としてC
幽
言語は非常に効果的である。

(2)Cプ ログラミングの基本習得のために

まず第一に高級言語の一つ として,Cの 基

本的な文法を理解 し,制 御構文にしたがった
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構造化プログラ ミングができることが必要で

ある。

アルゴリズムの組み立て方や基礎的なプロ

グラ ミング技法というのは言語の種類に関わ

らず必要になる知識である。その意味で他の

言語(こ こではCOBOLを 例にとる)の プログ

ラミングを知 っていればそれだけ有利である。

その場合COBOLに おける表現 と比較 しなが

ら指導することが効果的であろう。

COBOLで もCで も,ど ちらでも表現でき

るアルゴリズムについてはそれぞれの文法に

したがって記述 したものを並記して示 し,こ

れを比較す ることで共通点や相違点を説明す

ることができる。

逆にCOBOLで は表現 しに くい,あ るいは

処理することが不可能なアルゴリズムやデー

タの表現方法(例 えばポインタや構造体など)

については,か なり時間をかけた指導が必要

となる。

これ らはC言 語特有のいわゆる「Cら しい」

部分 であ り,教 える立場から言えば最 も強調

し,ま た力点を置いて指導 をしたい部分であ

る。ただ学生にとっては未知のわか りに くい

概念であること,さ らに授業時間数 とい う物

理的な制約などもあって,聞 く側が本当に理

解できるまで指導す るというのは難 しい面 も

ある。

ポインタや構造体 というのはC言 語特有の

概念である。これ らの本当にCら しい特徴や

これを利用 した 「プログラミング技法」 とい

ったものをどこまで指導していくべ きか,そ

して学生はそれ をどこまで理解す ることがで

きるのか,こ の見極めがC言 語教育の大 きな

課題の1つ であると考える。

6.ま と め

以上,C言 語教育の目標やカリキュラムの

内容 ・目的な どを述べてきた。最後にまとめ

としてC言 語教育のあり方や果たすべ き役割

を述べてお きたい。

①C言 語を通 してコンピュー タ ・アーキテク

チャを理解 させ ること

前述のポインタを学習す ることはメモ リや

ア ドレスの概念を理解す る上で役に立つ。ま

た,デ ータ型の種類や特徴 を知 ることで記憶

領域内のデー タの表現形式を理解す ることが

できる。さらにビットの論理演算や シフ ト演

算から2進 数表記や シフ トの意味,符 号 と数

値の関係などを知ることができる。

本来これらはC言 語 を学習する上での前提

となるべ き知識である。

しか しこの中には抽象的な概念 もあ り机上

の学習だけではなかなか身につ きに くい点や,

理解 はできていてもなかなか実感できないと

いう側面 も持っている。したがってこれ らコ

ンピュー タ ・アーキテクチャに関する知識 を

C言 語の授業を通 して復習す ることによって,

より確実に自分の知識 として習得することが

できるのである。

②C言 語の位置付けや適用分野を理解させる

こと

COBOLの プログラ ミング教育の場 合は,

事務処理 システムをコンピュータ化 してい く

場合にどのようにプログラ ミングすればよい

か とい う点を主 として学習す る。COBOLを

知っている学生が第2言 語 としそC言 語 を学

習す る場合はC言 語の習得が終了 した時点で

「Cで はどのようにしてプログラ ミングを行

い,ど のようなシステムで利用で きるのか」

とい うことをCOBOLシ ステムと比較 して理

解できていなければならない。

複数の言語 を学ぶこと,そ れぞれの言語の

特徴 を理解す ることによって,要 求されたシ
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ステムの中で何が最適な言語であるかを次第

に判断できるようになる。

システムの適用範囲が大変に広 く,い ろい

ろなアプ リケーションで利用されるというC

言語の特徴は標準カ リキュラムの第一単元に

も書かれていることである。 しかしこれを言

葉だけで説明してみてもなかなか実感するの

は難 しいであろう。だからといってこれ らの

様々なアプ リケー ションプログラムの1つ1

つ を授業の中で実際に作成 してい くことはほ

とんど不可能である。

1つ の方法 としてC言 語で作成されている

アプ リケー ション(例 えばワープロソフ トな

ど)の 実物 を用意し,そ の中の一部分の処理

をそれ と対応す るソースコー ドとともに見せ

て(も ちろん学生が読み とれるレベルでない

とあまり意味がないが),そ こで行われている

プログラム技法などを紹介 し,説 明する。

これをグラフィックソフ トのプログラムで

も,あ るいはマルチウィン ドウシステムのプ

ログラムでも,あ るいはロールプレイングゲ

ームのソフ トでもというように,い ろいろな

分野のソフ ト(の 一部)を 少 しずつでもいい

か ら紹介 し,学 生になるべ く多 くのCア プ リ

ケーションソフ トに触れさせ る機会を授業の

中で持つ ような手法 も考えられるであろう。

こうす ることで,た とえ実習時間はあまり

多 く取れなかったとしても,学 生の頭の中で

「C」でできることのイメージがより広がって

い くのではないか と思えるのである。

授業の現場 を考 えた場合いろいろ難 しい点

もあるが,以 上はC言 語 とCOBOL言 語 の両

者 を指導 して感 じたものであ り,反 省 をこめ

た1つ の結論でもある。これを今後の機会へ

の課題 としたい。
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